令和元年度　第２回病理細胞検査研究班セミナー（認定病理検査技師指定講習会）
主催：(一社)石川県臨床衛生検査技師会

【日　時】令和元年9月28日(土)　13：30～16：50　　（12時45分から受付開始）
【会　場】金沢大学医学類G棟　第４講義室　〒920-8641 石川県金沢市宝町 13 番 1 号.
【テーマ】光力学的診断を用いた膀胱腫瘍切除術の実際と細胞診断への応用
【はじめに】光力学的診断（Photodynamic diagnosis: PDD）は光感受性物質を内服後、腫瘍に特異的に取り込まれた同物質に対して励起光を照射して発生する蛍光波長を検知することにより肉眼的には認識困難な腫瘍を診断する方法です。光感受性物質として用いられる5-アミノレブリン酸（5-Aminolevulinic acid: 5-ALAアラグリオ）は動植物の生体内に含まれるアミノ酸の一種で、赤ワイン、お茶、お酢等の食品に多く含まれています。泌尿器科領域では、PDDは膀胱上皮内癌などの平坦病変をターゲットとした新しい診断法として発展し、2017年12月より膀胱癌に対してアラグリオ経口剤の販売が開始されました。通常の白色光では診断が不可能であった病変を蛍光励起させることによって視認、診断し、かつ確実に切除できます。完全に切除が可能になれば、患者の予後が大幅に改善されます。本セミナーでは、アラグリオ経口剤の基礎知識、臨床医による膀胱腫瘍切除術の実際から細胞診断への応用までご講演いただきます。



【プログラム】
12：45～　受付開始
13：30～14：00　講演1  がんの代謝異常を光で診る　5-ALA-PDD
　　　　　　　　　　　　SBIファーマ株式会社 取締役 執行役員 CTO　田中 徹 先生
14：00～15：20　講演2　光力学診断を用いた経尿道的膀胱腫瘍切除術の実際 
金沢大学附属病院　泌尿器科　野原隆弘　先生
15：20～15：30　休憩
15：30～16：50　講演3　5‐アミノレブリン酸を用いた蛍光力学的診断の細胞材料への応用 
　　　　　　　　　　　　大阪労災病院　中央検査部病理　三村明弘　先生
【会　費】：日臨技会員　500円　非会員　1,500円
【申し込み方法】：
日臨技ホームページの会員専用サイトから｢会員メニュー｣－｢行事日程・参加申請｣－｢事前参加申込｣から選択し、申し込み願います。非会員およびHPからの登録が困難な方は事務局までご連絡ください。認定病理検査技師以外の方、どなたでも参加可能です。
＊日臨技生涯教育 専門教科20点に該当します
[bookmark: _GoBack] ＊認定病理技師指定講習会　付与点数【 A10  B5  C20 】
 ＊本研修会は細胞検査士の受講に際し、日本臨床細胞学会クレジット申請中です。
【連絡先事務局】：金沢大学附属病院　病理診断科・病理部　玉野　裕子
TEL：076-265-2027（直通） E-mail：ytamano@staff.kanazawa-u.ac.jp
